
子どもたちの笑顔と学びを守り続けるために  

校長 及 川 年 彦  

 

近年、教職員の長時間勤務が全国的な課題となる中、関係法令の改正により、教職員の業務量管理お

よび健康保持確保に関する取組は、各学校が責任をもって定める重要事項とされ、令和 8年 4月 1日か

らは、その方針について学校運営協議会（CS）の承認を得ることが義務付けられました。これは、教職員の

働き方が、子どもたちの学びの質や、安定した学校運営に直結するとの考えに基づくものです。 

本校ではこの制度改正を受け、「教職員の業務量管理・健康保持措置に関する学校方針」を策定し、4

月 15日の令和 8年度第 1回学校運営協議会（CS）において、審議・承認をいただきましたのでお知ら

せします。 

 

◎ 教職員の勤務時間について 

本校教職員の勤務時間は、8時 15分から 16時 45分までです（休憩時間：通常は 15時 45分か

ら 16時 30分、長期休業中等は 12時 00分から 12時 45分）。この時間を基本として、教育活動や

校務を行っています。 

 

◎ 本校の現状と課題について 

昨年度の教職員一人あたりの月平均時間外在校等時間は約 28時間で、国の目標水準（30時間以

内）に近づいています。一方で、学期始めや行事が集中する時期には業務が偏り、月 45時間を超える教

職員が約 4割もいます。また、年間を通して月 45時間を超える教職員が約 1割、月 35時間を超える教

職員が約 3割も見られました。 

このような状況が続くと、教職員の健康面への影響や、子どもたち一人一人と丁寧に向き合う余裕が失

われるおそれがあり、本校が大切にしている「あたたかい学校」に関わる課題であると捉えています。 

 

◎ 学校運営協議会で承認された取組について 

本校では、次の目標を定め、取組を進めていきます。 

 

 

 

 

そのために、学校行事や校務の精選や削減、校務分担の見直し、会議や文書の簡素化、ICTの有効活

用などを進めていきます。また、在校時間の状況を定期的に確認し、必要に応じて管理職が声かけや面談

を行い、健康面への配慮も計画的に行っていきます。 

 

◎ 保護者・地域の皆さまへ 

本取組は、いずれも、教職員のためだけのものではなく、子どもたちが安心して学び続けるための学校運

営上の取組です。今後、学校行事の在り方や運営方法の見直し等について、ご理解とご協力をお願いする

場面があるかもしれませんが、学校運営協議会と協議・承認を得ながら進めていることをご理解いただけ

れば幸いです。 

本校は、これからも「地域とともにある学校」として、保護者・地域の皆さまとともに、子どもたちの笑顔と

学びを支え続けてまいります。皆さまのご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 
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稲穂小WEB 

1．月ごとに平均時間外在校等時間45時間を超える教職員を 15％以下とする。 

2．教職員自己評価「学校は働きやすさに向けた取組を進めている」について、肯定的回答80％以 

上とする。 

 

https://www.otaru.ed.jp/inaho-ps/


第 1回学校運営協議会（CS）がありました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回避難訓練（火災）がありました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査、標準学力検査 NRTを実施しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会（CS）とは、学校と地域が対等な立

場で、「どんな子どもを育てたいか」「そのために何が

できるか」を話し合い、ともに学校づくりを進めていく仕

組みです。４月１５日（水）に第１回 CSが行われ、左に

ある委員の方々に、「令和８年度の学校運営の基本方

針」の確認と承認をいただき、今年度も「学校、家庭、地

域が一体となって児童の登下校の安全確保のため、本

協議会が母体となり安全見守り隊を組織し、登校日(約

200 日)の見守り活動 

を継続的に行う。」こと 

を目的に、「稲穂小安全 

見守り隊！２００days！」 

を継続していきます。 

詳しくは、後日お知らせ 

いたします。 

4 月 22日（水）に火災を想定した避難訓練がありま 

した。消防の方からは、どの学年もしっかり先生の指示を 

きいて素早く避難することができていたと好評していただ 

きました。校長先生からは、『いざは普段なり』というお話 

がありました。「急なことが起きたときは、いつもの行いが 

大事」「普段からしっかりしていれば、困ったときにも正しく 

行動できる」ということです。「人の話を静かに聞く」「廊下を走らない」「あわてず行動する」……、こうした

行動が『いざ』というときの安全につながります。学校生活の中には他にもあるかもしれません。お家での行

動も安全につながるものがあると思います。各学級では『いざは普段なり』について、振り返りをしました。 

ぜひ、ご家庭でもお子さんと、「自分の命を守る普段の行動」について話し合ってみてください。 

4 月 2３日（木）に６年生を対象とした「全国学力・学習

状況調査（国語・算数）」と３・５年生を対象とした「標準

学力検査NRT（国語・算数）」を実施しました。どちらも、

子どもたち一人一人の学力や学習の様子を客観的に把

握し、今後の指導や支援の改善に生かしていきますので、

ご理解とご協力をお願いいたします。なお、全国学力・学

習状況調査の個人の結果は７月頃、標準学力検査NRT

の個人の結果は６月頃に返却予定となっています。 

 

 ご覧いただき、危険箇所

の追加などありましたら、

学校までご連絡ください。 

 

0134 

-23-8381 

稲穂小安全マップ  

 先週初め、地域の方から一本の電話がありました。本校の職員が受けた
内容は次の通りです。 
 「元色内小跡地団地の公園で子ども（１歳）を遊ばせていたところ、稲穂
小学校５年生だという子どもたちがとてもやさしく遊んでくれました。５年
生でボール遊びをしている所に寄っていっても、相手をしてくれ、子どもが
とても喜んでいました。本当にありがとうございました。」 
 「あたたかい学校」をつくってくれるのは、子どもたちだと実感したお話で
した。これからも子どもたちとともに「あたたかい学校」を目指していきます。 

https://www.otaru.ed.jp/inaho-ps/wp-content/uploads/2026/04/8170bdc02c108b6d57297e89cc1f38ef.pdf

